
１．7月6～7日発生 「西日本豪雨災害」についてお見舞い申しあげます
　  この度の豪雨により、各地域で家屋の浸水、道路及びJR線路の寸断、農地損壊等市民生活に

甚大な被害が発生しており、被災されたみなさまに心よりお見舞い申しあげます。

    以下の写真は、八鉾自治振興区内各地域で発生した〝被災地の姿〟の一部です。

２．
　 6月10日（日）、『道後山高原クロカンパーク』にて、“55名”のご参加をいただき盛大に開催しまし

た。優勝は最高齢の〝藤川高美さん〟で、素晴しい成績を残していただきました。
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落合橋近く鉄橋下の冠水した国道183号 7/9

国道314号 土砂の流入した熊野トンネル 7/9

国道314号 JR馬野隧道近くの土砂崩れ 7/9

道路が崩れ、土嚢、鉄板により応急修理し

た奥八鳥 7/9

JR芸備線 備後落合駅～比婆山駅間 7/13

第6回八鉾自治振興区親睦グラウンドゴルフ大会開催

現在、行政をはじめ関係機関が一体となり、被害に遭われた方への対

応、被災地の復旧等行っておられ、主要道路においては短期間で支障の

ない程度に回復されているようです。一方、被災箇所が多いため、細部に

亘っては今しばらく時間がかかるものではないかと推察されます。

今回、過去にない豪雨による土砂崩れで道路が寸断、避難できなかっ

た方、避難後身動きがとれなくなった方等、多くの問題が発生。本経験を

機に、今一度防災について見直す必要があると思われます。

優勝された〝藤川高美さん〟のプレー

定木会長より開会挨拶

福田審判長よりルール説明

鉄岡事業部長より入賞者への賞品授与 高原生涯学習部長より閉会挨拶

国道183号 別所発電所より登り500ｍ付近

土砂崩れ多数発生 7/12（撮影日） 同左国道の上にある破損した水路 7/12



３．6月20日　平成30年度西城町自治振興区連絡協議会 総会 開催

４．広島経済大学　興動館　との交流について
① 5月26日 三坂地区で「平成30年度広島経済大学　“トマト”の農業体験学習」を開催

５．主要な行事
① 6月15日 女性部「寄せ植え講座」開催

② 6月22日 健康百貨店（健康視察）「サントリー天然水　奥大山ブナの森工場」へ出かけました
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今年で4年目に入りますが、学生25名参加により開催しました。今

回は〝トマト〟へ取り組みをした関係か、女子学生が11名と例年に

なくたくさん参加しました。農業を学び、食材への理解を深め、若者

世代の意見を地域へ伝え、地域づくりと地域の活性化を目的に毎

年開催しております。学生は、八鉾自治振興区定木会長、農園提

供の栃木明美さんより、品種・植え方等学び、畑に約140本植えまし

た。昼食は、参加者全員が共同で、トマトピザ、スパゲティを作りまし

た。午後は学習の振り返り、意見交換を行いました。

来賓に庄原市西城支所 支所長“中村裕造様”をお招きし、出席者

総数26名、議長に“山上浩司さん”選出のもと西城自治振興センターに

おいて、平成30年度総会を開催しました。第1～6号議案いずれも承認

されました。なお、今回第6号議案により連絡協議会規約の第6条（役員

の任期）に「その他、特別な理由がある場合はその限りではない」が補

足されました。当連絡協議会は、西城自治振興区・八鉾自治振興区で

構成されており、役員の任期は2年と定められております。但し、交代時

期が庄原市内他連絡協議会とずれており、今回調整を図るため（今年

もう1年現体制を継続）補足されたものです。
※改訂前の第6条：役員の任期は2年とし、再任は妨げない。但し、任期途中で欠け

た場合、後任は前任者の残任期間とする。

収穫は、8月12日（日）の予定です。

今年もグリーンウインズさとやま“齋木

取締役様”を講師にお招きし開催しまし

た。親切・丁寧なご指導により好評で、

今年は23名とたくさんご参加いただきま

した。 完成した作品は1年以上鑑賞で

きます。

水は生物にとって欠かすことのできな

い重要なものであることを再確認する意

味で、今回は、「サントリー天然水 奥大

山ブナの森工場」へ27名で出かけまし

た。天然水の製造工程、軽量ペットボト

ルの開発経緯、雪室の必要性等につい

て幅広く学習しました。

冬場の雪を貯蔵した「雪室」

空調、生産設備の冷熱源に利用

大量の大量の雪

定木会長、栃木明美さんより植え方等説明 曽利マネージャーが焼き加減をチェック木村マネージャーが植え方をアドバイス



６．改修工事後の八鉾自治振興センターのご案内
① オープンデッキ、2階の各部屋の様子

② 5月27日 花壇の手入れ、草刈りを実施していただきました

③ 5月28日 三原市「旧和木小学校」を視察

④ 5月29日 サロン〝くまさんのお家〟をスタート ⑤ 6月11日 広島県よりパネル受贈
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今年3月完成以降、庄原市から備品（廃校になった小学校の机・イス等）を譲り受け、少しずつ整備してきました。完

成当初、殺風景だった部屋が温もりを感じられるように生まれ変わりました。

卒業生の残した作品展示（巣箱、時計等）

地域マネージャーのみなさん（木村辰也さん、長尾和子さん、曽利雪子さん）の企画により、

花壇の手入れ、草刈り、オープンデッキのイス設置（丸太切断）をしていただき、見ちがえ

るようになりました。 暑い中、ありがとうございました！！
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がんばりましたよ！！

くわを持つと、今でも手

が勝手に動きだします

デッキにテーブル、プランターを設置 交流スペースへテーブル、イスを設置

昔の懐かしい一人用の机、イスを設置

畳の部屋に設置した机 ラウンジへ設置のこたつ、絨毯、座布団

域活性化を目的として改修された「旧和木小学校」を、定木会長・片山副会長・高原副会長・木村地域マネー

ジャー・柳生事務局長の5名で視察しました。施設を管理されている『和木地域活性化実行委員会』の〝加賀美事

2階の交流スペースへ「和紙デニム」を使ったランプシェード 活用について情報交換の模様



７．会議開催
① 5月15日 平成30年度第1回女性部会開催 ② 5月21日 平成30年度第2回役員会開催

８．生涯学習事業
① 5月17日 健康百貨店開催 ② 6月13日 男性料理教室開催 ③ 6月13日 ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ（ｽｽﾞﾒｸﾗﾌﾞ）開催

④ 6月28日 ピンポンサロン開催

９．県民の森へタマネギ出荷
区内のみなさま、出荷できる野菜がありましたら八鉾自治振興センター（84-2363）までご連絡ください。

平成30年度第3回暮らしと安心の会

スズメクラブ（グラウンドゴルフ）

ピンポンサロン（卓球サークル）

カラオケ教室

旬の料理教室

健康百貨店（健康講座）

広島経済大学　来館

道後山高原星空映画館

広島経済大学　農業体験学習
第5回八鉾自治振興区　親善ゲートボール大会

第6回やほこ学校〃

八鉾自治振興センター

  7月30日(月) 10：00～ 〃

～

〃

  8月26日(日)  8：30～ 八鉾自治振興センター

道後山高原クロカンパーク

  8月12日(日)  9：00～ 三坂地区

  7月25日(水)

  8月11日(土)

月　日 開始時間 場  所

  7月24日(火) 13：30～ 西城しあわせ館

予 定 事 業

〃  19：00～

〃
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１０．７月２１日以降の主要な事業日程　※8月以降は大きな行事のみ記載しております。

 9：00～

八鉾自治振興センター

〃

  7月26日(木)  8：30～ 〃

〃 13：00～

  7月27日(金)
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6月13日、長尾和子地域マネージャー、

柳生事務局長が「県民の森」〝小笠原洋

行社長〟を訪問、今年の野菜納入につい

て打ち合わせを行い、ほぼ昨年の条件で

契約させていただきました。今回より受発

注は双方の効率を図るため、FAXを活用す

ることとしました。

さっそく、タマネギ・ニンジン・じゃがいも

の注文をいただき、7月9日初出荷しました。
出発前の〝長尾マネージャー〟

※8月16日（木）開催を予定しておりました「健康百貨店（シルバーリハビリ体操）」は、都合により中止とさせていただきます。


